日本語動詞の活用　2008.5.31版（6.16改訂）　
　　　　　　未然　　　連用　　終止　　　　連体　　　仮定　　　命令<名古屋>
五段　　書かない　書きます　　書く　　書くこと　　書けば　　　書け

　kak+     anai    imasu       u        ukoto        eba       e <ya:>
上一段　　着ない　　着ます　　着る　　着ること　　着れば　　　着ろ

　　ki+     nai     masu      ru       rukoto       reba      ro (yo) <ya:>
下一段　始めない　始めます　始める　始めること　始めれば　　始めろ

hajime+     nai     masu      ru       rukoto       reba      ro (yo) <ya:>  

カ変　　　来ない　　来ます　　来る　　来ること　　来れば　　　来い

     k+    onai    imasu     uru      urukoto      ureba      oi <oya:>
サ変　　　しない　　します　　する　　すること　  すれば　　　しろ

     s+    inai    imasu     uru      urukoto      ureba     iro (eyo) <iya:>
　　　　受身・可能　　　　使役　推量・意志　否定推量　

自発・尊敬　　　　　　　　　勧誘　　否定意志
五段　　　書かれる　　書かせる　　書こう　書くまい

   kak+      areru       aseru        ou      umai

上一段　　着られる　　着させる　　着よう　　着まい

    ki+     rareru      saseru       you       mai

下一段　始められる　始めさせる　始めよう　始めまい

hajime+     rareru      saseru       you       mai

カ変　　　来られる　　来させる　　来よう　　来まい

     k+    orareru     osaseru      oyou      omai

サ変　　　　される　　　させる　　しよう　　しまい

     s+      areru       aseru      iyou      imai

＊活用のタイプは、未然形で判断できる。
五段　作る(tsukur+)　話す(hanas+)　思う(omow+)：わ行五段　　

上一段　見る(mi+)　　　下一段　食べる(tabe+)　空ける(ake+)

＊五段活用の連用形で、音便

　　イ音便　書きて→書いて

　　促音便　立ちて→立って

　　撥音便　読みて→読んで
＊五段活用のみ、可能動詞を作れる。　書く→書ける（下一段）。
